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HiZ-GUNDAM(High-z Gamma-ray bursts for Unraveling the Dark Ages Mission)は、ガンマ線バースト (GRB)
をモニタリングするための将来衛星ミッションである。GRBは宇宙最大の爆発現象であり、超新星爆発や中性
子星連星合体によって生じる。その明るさは突発的ではあるものの、遠方銀河の数千倍にも達するため、宇宙再
電離過程の変遷や重元素生成史を解明するための重要なプローブとして期待されている。本衛星にはX線望遠鏡
（EAGLE）に加えて、可視・近赤外線望遠鏡（MONSTER）が搭載される。これにより迅速に追観測を実施でき、
粗い赤方偏移（おおよその距離）の情報を付加したアラートを地上に送信することが可能になる。宇宙初期の解
明に有用な GRBを衛星上で選択できるため、地上大型望遠鏡による分光観測を迅速に誘導することができる。
MONSTERによる追観測では 5バンド同時撮像が行われるが、速報アラートシステムの制約により画像データそ
のものを地上へ降ろすことができないため、衛星上で画像解析を行う必要がある。画像解析ではまず天体検出と
測光を行う。視野内にはおよそ 1000天体弱が検出されるが、この中の 1つがGRB残光である。検出された全天
体の情報を送信することも難しい可能性があるため、検出された天体から残光候補を数十個まで絞り込む必要が
ある。候補選定手法として、計算量が軽く、GRB残光の識別と粗い赤方偏移推定を行う決定木アルゴリズムの開
発を行っている。本発表では、HiZ-GUNDAM衛星におけるオンボードGRB残光選定アルゴリズムの開発状況
について報告する。


